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総務財政委員長【３期目】
神　田　康　裕　氏
大成交通 株式会社

着実な会務運営を基本に
地区・部会の活動にも
積極的に協力したい

広報委員長【２期目】
小　林　一　仁　氏
株式会社 小林自工

毎月の会報「きずな」を
法人会の理解深める窓口に
メディアの活用も検討

組織委員長【２期目】
森　屋　義　政　氏
森屋建設 株式会社

会員数、加入率の向上は
法人会の発言力強化に直結
都内上位を目指したい

Ｑ　会務運営を統括する立場に就いて３期目となります。これま
でを振り返りながら、今後の抱負をお聞かせください。
　これまで、会の財政全般に目配りするとともに、総会や理事
会などを法律に則って適正に進めていくことを常に意識して参
りました。この間、感染症対策としての理事会の書面決議の進
め方なども経験させていただきました。今後とも、会務運営の
面で、会員の皆さま、地域の皆さまの信頼を裏切ることのない
よう、しっかりと取り組んで参りたいと思います。
Ｑ　感染症対策が緩和される中、地区活動、部会活動に対する期
待や、ご自身の経験に基づく思いをお聞かせください。
　これまで、青年部会長、源泉部会長などを経験する中で、
「税の団体」という、法人会本来の目的を強く意識しながら
も、会員同士が気兼ねなく交流を図れることの大切さも実感し
てきました。本年度からは、こうした機会が増えてくるかと思
うと、とても楽しみですね。私が担当する地区や部会の事業活
動にも、しっかり協力させていただきたいと思います。
Ｑ　今後の法人会活動全般について、ひと言、いただけますか？
　当委員会は、法人会全体の予算や活動の枠組みを協議するの
が役目であり、実際の事業は委員会や地区、部会にお任せする
ことになります。ただ、全体を見渡す中で、「もう少し、税に関
する事業を増やした方がいいな」など、気が付く点があれば、
理事会でしかるべき方向性をお示しできればと考えています。

Ｑ　就任１期目は当法人会の伝統である、会報
「きずな」の毎月発行を継続されましたね。
　昨年、通巻５００号を迎えることができ、諸
先輩が築き上げたものに対し、あらためて敬意
を抱きました。今後とも、会報「きずな」が、
会員の皆さまにとって法人会活動への理解を深
めていただき、法人会との結びつきを強めてい
ただける存在になれればと願っています。
Ｑ　「きずな」の編集で今後、大切なことは？
長く続けていると、どうしても記事の構成や内

容に新鮮味が失われていきます。
これを防ぐため、会員が知りたい
情報は何か、どうすれば法人会の
今の姿が伝わるのか、などを常に
考えながら、タイムリー、かつ、
親しみを持っていただけるよう
な編集を心がけていきたいと思
います。
Ｑ　今後の広報活動全体について、
抱負をお聞かせください。

　「きずな」の編集に関しては、まだまだ改善の
余地が大きいと思います。１期２年間の活動から
得られた経験を分析し、課題を見つけながら、内
容や形式を検討したいと思います。フルカラー化
により写真やイラストが見やすくなりましたの
で、より多くの画像を使うなど、会員の興味を引
くものとなるよう、努めたいと思います。
　また、紙媒体だけでなく、メディア（八王子
FMやYouTube）を活用した広報活動も積極的
に検討していきたいと思います。

研修委員長【１期目】
萩生田　　豊　氏

株式会社 エクステリアハギウダ

職責の重さを実感
研修事業の魅力度アップで
参加者増加を目指したい

Ｑ　６月より新副会長に就任され、研修委員長と
なられました。抱負をお聞かせください。
　６年間務めさせていただいた、総務財政委員
会副委員長からの異動には、少々、寂しさもあ
りますが、新たに研修委員長に就任いたし、そ
の職責の重さに身の引き締まる思いです。
　各種セミナーの企画、実施をはじめとする研
修委員会の事業につきましては、委員の皆様と
共に協力し、ご支援をいただきながら、微力で
はありますが精いっぱい、職務にあたってまい

りたいと思います。よろしくお願
いいたします。

Ｑ　地区会長を務められていた
地元・由木地区への思いは？
　出身の由木地区は、副会長とし
ての担当地区でもあります。事業
にはできる限り参加をし、役員会
にもお邪魔させていただきなが
ら、運営に協力して参りたいと思
います。地区発展のため、相談役

的な立場で貢献できればと思っています。

Ｑ　法人会の研修事業充実に向けて、会員や役員
の方々へのお願いはございますか？
　研修委員会では、前任の飯沢委員長の時代か
ら、様々な事業展開を進めています。まずは、
研修内容に関するアンケート実施など、事業の
魅力度アップのための検討を進めたいと考えて
います。セミナー等のご案内をした際は、多く
の皆さまの参加をお願いしたいと思います。

Ｑ　昨年度は３年ぶりに本格的な会員増強運動が展開されまし
た。本年度の抱負をお聞かせください。
　昨年度は８０社の入会がありましたが、諸事情で退会された
企業も１２７社あり、４７社の減少でした。入会の７割を超え
る５９社が役員による勧奨です。各地区の役員の方を中心に会
員増強をお願いいたしたく、皆様に丁寧に説明し、理解して頂
けるように、早めから活動したいと思います。
Ｑ　法人会の組織強化の意義についてお聞かせください。
　重要なのは加入率だと思います。これが、１企業では言えな

いことを行政に働きかけて、理解
して頂くための力になります。都
内４８法人会のうち６つが加入率
４０％を超えています。八王子法
人会の加入率は３０.２％ですが、
地区別では１５地区中４地区が４０
％を超えています。少しでも加入
率を上げたいと思います。
Ｑ　本年度の会員増強に向け、各地
区に期待することは何ですか？
　地区役員自身が、法人会に参加
して、楽しく、仕事の繋がりも持
てると感じれば、知人に入会を勧
める契機になると思います。新会
員の方には、賀詞交歓会や総会で
ご紹介する機会も設けています。
役員の皆さまには、自らが感じて
来られた法人会の良さを未加入法
人の方々に伝えて頂きたいですね。
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